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なく「さいごの一杯」というテーマ（問いかけ）に対

する回答，つまり作者が作品を通じて自身の価値観を

発表する点である。美術館の企画展などではポピュ

ラーだが，青年会としては新鮮な試みである。

　また，制作の動機を内省することで，青年会員の今

後の制作活動における意識向上を期待する目的もあ

る。

　加えて，青年会の今後の発展を見据えた異業種と

の連携強化の機会として，京都木工芸協同組合青年

部注１から有志を募り，出品を依頼した。

２.３ アイディア発想

　コンセプト原案をもとに，全会員を対象にアイディ

ア発想のワークショップを開催した。本企画展の特徴

として，上述のように作者が作品を通じて自身の考え

を発表する「発想力・表現力」が求められるため，研

修として発想法のワークショップを開催した（図１）。

　発想法は主に「マトリクス発想法」を用いた。これ

は二つの要素を縦軸と横軸に設定して（この場合「最

期の状況」と「飲み物」），交差する箇所をキーワー

ドにすることで強制的にアイディアを出力するという

方法であり，短期間に大量のアイディアを得られる利

点があるため，企画の初期段階でのブレインストーミ

ングにおいて有効な手法である。

　また，ストーリーから作品像に導くアシストとし

注１ 京都木工芸協同組合を母体として青年木工芸家が結束し
「京指物」産地として、後継者育成事業や、技術技法や

知識の習得及び向上に努める団体。

１．はじめに

　京都漆器青年会（以下，青年会）とは，京都漆器工

芸協同組合の下部組織で，1971年に創立され，京漆

器に関わる45歳までの製造者・販売者・資材製造販売

者が加入する任意団体である。

　毎年，新製品開発事業や異業種とのコラボレーショ

ンによる新技術への挑戦1）といった，意欲的な取り組

みを京都市産技研とともに行っている。

　平成28年度の事業として，テーマを設けた展覧会の

企画及びプロデュースを行ったので，その過程と結果

について報告する。

２．事業実施プロセス

２.１ コンセプト原案

　展覧会のプロデュースにあたり，“人生で最期の一

杯に，何を，どんなうつわで飲みたいか”を漆器で表

現するというコンセプトを提案した。これは作者と閲

覧者の双方の全てに共通する関心事を中心に，作者の

メッセージや価値観の多様性を表現できる「コト」と

して「死」をテーマに据えるというアイディアを，筆

者があたためていたものである。

　平成28年度青年会役員にプレゼンテーションを行

い，本年度青年会事業候補として総会にて全会員に提

案・承認され，京都市産技研の共催企画として発足し

た。

２.２ 本事業が取り組む独自性

　本事業の，これまでの青年会の展示会とは異なる特

徴として，技巧や美的センスだけを披露するものでは
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２.４ 企画展実行委員会での検討

　同時に青年会内で企画展実行委員会を組織し，展覧

会の内容及び進捗について検討を繰り返し行った。

　コンセプトの検討においては，「死」をテーマとす

ることが，来場者の悲観を喚起したり，不謹慎との誤

解を受けクレームの対象となるなどを危惧する意見が

あった。そのため，委員会で慎重な議論を重ね，以下

の対策を講じる議論に多くの時間を費やした。

　・ テーマへの回答として，作品とともに「コンセプ

トボード」を制作展示し，作品のイメージを補完

する。

　・ 「死」という直接的な単語や画像をなるべく使用

せずに表現する

　・ 「人生の最期」よりも「その瞬間まで生きること」

に重点を置いた説明をする

　・「作品を燃やせる」ことは必要条件としない

　・ 展覧会の仮タイトル「さいごの一杯」の語頭に「い

つか、」を付加することで，未確定の将来への空

想を含んだイメージとする

　・ 出展者４～５名につき１名の「担当者」をつけ，

進捗の管理を徹底する

　また，会場内レイアウトの検討は，ミニチュア模型

を製作して検討を行った（図２）。

２.５ 展示計画

２.５.１ コンセプトボード

　本展覧会において最も重視した点は，作品に「コン

セプトボード」を並べて展示したことである。

　コンセプトボードは，本テーマに沿って制作した作

て，「マインドマップ」を副次的に用いた。

　上記の結果を基に，参加会員個人でのアイディア検

討に移行した。

図１　アイディア発想ワークショップ
　　　上：会場内の様子
　　　中：マトリクス発想法の結果一例
　　　下：マインドマップ例

図２　実行委員会会議の様子
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２.５.３ 来場者とのコミュニケーション

　作品の多くを「写真撮影や触ってもOK」とし，

SNSなどへの情報の拡散を勧めるとともに，実際に

手に取った際の感触を楽しんでもらう趣向とした。来

場者には，漆器に唇で触れて口当たりの良さを知って

いただくきっかけづくりとして，漆器のカップで「梅

昆布茶」を供し，積極的にコミュニケーションをとっ

た。ともに漆を知ってもらうための新しい試みであ

る。

２.６ 広報活動

　本事業では広告・宣伝等，広報活動についても従来

以上に積極的に取り組んだ。民間の伝統工芸品店や雑

者の価値観（いつ，誰と，何を飲むか，さいごへの想

いなど）をＡ３用紙大の平面にデザインするもので，

作品に込めた作者のメッセージを効果的に伝えるとい

う本展覧会企画の核心であり，会員とともに時間をか

けて制作した。

　効果的な写真のレイアウトやＣＧ加工技術，フォン

ト（字体）が鑑賞者に与えるイメージの違い，資料を

引用する際の著作権等知財への配慮などについて，グ

ラフィックデザイン手法の個別指導を行った。

　図３にボードの一例を示す。

２.５.２ 漆への理解，普及

　漆自体への理解も深めてもらうため，京都漆器工

芸協同組合からは制作工程の手板見本を，NPO丹波

漆注２からは漆掻き等の写真とDVD資料を提供してい

ただき，同時に展示することとした。

注２ 丹波の漆木の植栽・漆掻きの後継者育成などの活動を目
的とするNPO法人。

図３　コンセプトボードの一例

図４　ＮＨＫ京都放送局の生中継放送
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の親和性について理解を深めて今後の制作活動に活か

すため，会期最終日に工芸ジャーナリスト・米原有二

氏をインタビュアーとして招き，ギャラリートークを

開催した。展示作品のいくつかについて，作者が作品

に込めた意思を語り合うことで，展覧会の主旨をより

有意義なものとした。図７にその様子を示す。

３．事後評価

３.１ 来場者分析

　会期中はのべ755名の来場者があり，盛況な結果と

なった。作品だけでなく，「読んでもらう」ためのコ

ンセプトボードを展示したため，来場者の会場滞在時

間が長く，従来の展覧会よりもじっくりと鑑賞しても

らうことができた。

　会場では来場者アンケートを実施し，展覧会への感

想と，来場のきっかけについて回答をいただいた。回

答の多くから「作り手の思いを知ることができて有意

貨店だけでなく，京都市産技研の共催である利点を活

かし，大学・ギャラリー・公共施設等，合計68箇所に

フライヤーの配架を依頼した。プレスリリースも積極

的に展開したためテレビ局や新聞社などから多くの取

材を受け，ＮＨＫ京都放送局では生中継で告知するこ

とができた（図４）。

　取材実績：新聞，テレビ局，雑誌９件

　掲載実績：Web13社，印刷媒体５誌，放送３番組

２.７ 展覧会と作品

　以下図５，図６に展覧会場全景と展示作品の一例を

示す。

２.８ ギャラリートーク

　来場者や出品者間で制作意図や技術の交流を活発に

し，展覧会のテーマと“生活のための道具（工芸）”と

図５　展覧会場全景

図６　展示作品（抜粋）

図７　ギャラリートークの様子

表１　来場のきっかけ（有効投票数192）
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われる。

　青年会員が，この展覧会で得たノウハウや教訓を活

かし，活動の幅を広げ，自己プロデュース能力の向上

に繋がれば幸いである。

開催概要

　　会期：平成29年２月21日～26日
　　会場：アートスペース余花庵（寺町御池上る）

　　主催：京都漆器青年会

　　共催：（地独）京都市産業技術研究所

　　後援：京都漆器工芸協同組合
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義だった」と好意的な感想をいただいた。

　来場のきっかけ（表１）については「知人の紹介」

が多く，青年会員の地道で熱心な広報活動が成果をあ

げている。後述するSNSとの関連も推察される。

　「通りすがり」が多いのは「寺町御池上る」という

ギャラリーの立地の良さを示している。次いで「チ

ラシ」も，広報活動の成果を裏付けている。「テレビ」

はNHKでの生放送の影響が大きい。

　テレビ・新聞に次ぐ効果となっているfacebookに

注目されたい。FacebookなどのSNSへの投稿が宣伝

として有効であることは既に知られているが，その影

響力の大きさは実感を伴っていなかったため，積極的

には発信できていなかった。今回は会議での様子から

会期中まで，facebookへの投稿を積極的に行ってみ

た結果，効果があることを体験できた。SNSでの繋

がりは「知人の紹介」として回答されているものも多

く，実際はもっと影響力があると思われる。

４．ま と め

　本展覧会では，独特のテーマ設定，作品以外（コン

セプトボード）でのメッセージの伝達，大規模な広報

活動，異業種との交流など，数々の新しい試みを実現

できた。

　これまでの多くの工芸品の展示は，作品のみで魅力

を伝えきる「作品をして語らしむ」ことを最良とする

価値観が根強い。これを否定するものではないが，明

確なテーマを設定して作品以外の手段でもメッセージ

を伝達することは決して蛇足にならず，作品本来の魅

力をより効果的に伝えられることが，今回の展覧会で

の来場者との交流やアンケートにより，実感を伴って

理解いただけたように思う。また，展覧会において

SNSなども積極的に活用する広告・宣伝の大切さと

プレスリリースのノウハウは今後の貴重な財産となっ

たと思う。

　さらに，展覧会を通じて異業種（木工芸）との交流

を深めることができ，素地と漆との関係が密接になる

きっかけを作れたことは，会員の今後の制作活動に

とって有意義となった。

　テーマ設定による展覧会事業の企画及びプロデュー

スは，「モノのデザイン」だけでなく，それを伝える

「出来事（コト）のデザイン」と言える。コトのデザ

インは，ものづくり支援の一環において，出口に最も

近いデザイン手段として，今後さらに重要になると思


